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今年は 15 号・19 号と勢力の強い台風が相次いで襲来し、各地に甚大な被害を
もたらしました。地球温暖化の影響もあり、今後も毎年のように大雨や強風を伴う
台風による災害が予想されます。

　
台
風
19
号
で
は
、県
内
で
も
土
砂
災

害
や
洪
水
・
内
水
氾
濫
な
ど
に
よ
り

死
者
9
人
、重
軽
傷
者
40
人
、住
家
に

つ
い
て
も
全
壊
53
棟
・
半
壊
7
2
2

棟
・
一
部
損
壊
が
8
4
7
棟
、床
上
浸

水
9
7
1
棟
・
床
下
浸
水
5
2
4
棟

と
大
き
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。停
電

や
断
水
も
発
生
し
、県
内
で
も
7
4
0

箇
所
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、1
万
67

人
が
避
難
し
ま
し
た
。こ
の
他
に
も
親

せ
き
や
知
人
宅
な
ど
に
避
難
し
た
人

も
多
く
、こ
の
点
で
は
千
葉
県
な
ど
で

大
き
な
被
害
を
生
じ
た
台
風
15
号
の

教
訓
が
生
き
た
と
言
え
ま
す
。し
か

し
、避
難
途
中
に
濁
流
に
の
ま
れ
て
亡

く
な
っ
た
人
や
避
難
所
が
い
っ
ぱ
い

で
他
に
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

人
な
ど
、避
難
情
報
の
発
信
の
在
り
方

や
即
時
性
、双
方
向
性
な
ど
の
課
題
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
は
1
ヵ
月
分
程
の
雨
量

が
短
時
間
で
降
っ
た
こ
と
か
ら
ダ
ム

の
緊
急
放
流
も
実
施
さ
れ
る
等
、こ
れ

ま
で
に
な
い
事
態
も
生
じ
て
お
り
、洪

　　避難所情報のリアル化と
　　　　　プライバシーの確保を
　風水害の危険時には、行政等からの防災情報を的確
に受け取って、タイミングを逸することなく避難しなくて
はなりません。風雨が既に激しい折や夜間には、小中学
校等の指定避難所まで行くことが困難なことがあり、地
域の実情に合わせて、コミュニティセンターや町内会館
等の身近な施設を風水害時の避難所として位置づけて
おくことが非常に重要です。
　水害や土砂災害のおそれのある地域においては、災
害リスクに合わせた避難訓練の実施が望まれます。短
時間で緊急度が高まる中で、高齢者等が逃げ遅れるこ
とがないよう、避難訓練等の機会を利用して、地域にお
ける避難行動要支援者の所在と避難支援の仕方につ
いての確認をしておくことも必要です。　

水
対
策
や
内
水
氾
濫
に
も
一
層
の
対

策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ま

で
の
避
難
所
や
避
難
対
策
は
地
震
を

想
定
し
て
お
り
、今
後
は
風
水
害
に
対

し
て
の
対
策
強
化
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、武
蔵
小
杉
で
は
駅
前
に
建
つ

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
で
地
下
階
の
配

電
盤
が
浸
水
し
、停
電
・
断
水
に
陥
り

ま
し
た
。今
ま
で
の
建
築
基
準
法
で
は

不
燃
化
や
耐
震
化
の
基
準
は
強
化
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、水
害
に
つ
い
て
は

重
視
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回

の
教
訓
を
生
か
し
、今
後
は
水
害
対
策

も
土
地
利
用
規
制
や
建
築
基
準
法
な

ど
で
ル
ー
ル
化
を
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。実
際
に
、
東
京
都
で
は
浸
水
地
域

で
の
地
下
室
設
置
を
し
な
い
よ
う
に

と
い
う
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、滋
賀
県

草
津
市
で
は
建
築
物
の
浸
水
対
策
に

関
す
る
条
例
を
2
0
0
6
年
9
月
に

施
行
し
て
い
ま
す
。

　
先
進
事
例
に
学
び
、防
災
・
減
災
に

積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
、各
自
治
体

に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

※三浦市、真鶴町は対象河川なし

　　河川から離れていても浸水対策を
　台風19号で大きな被害が出た川崎市は、洪水ハザードマッ
プを公表していましたが、内水氾濫に関しては盛り込まれてい
ません。下水道合流地域の小杉地区ではマンホールからの内
水氾濫が複数カ所に及びタワーマンションの地下が浸水、配
電設備などが被害を受けて停電・断水となり生活に支障がで
ました。
　今回の浸水はハザードマップ通り被害が起きています。県内
では県や横浜市・相模原市を始め、厚木市・鎌倉市等多くの
自治体が内水氾濫ハザードマップを作成しています。国交省で
も今回の台風を受け内水氾濫ハザードマップの作成を各自治
体に通知するとともに、作成済みの自治体に対しても見直しを
求めています。川崎市上下水道局は、この間、内水氾濫ハザー
ドマップの準備を進めていたとし、2020年度中の完成をめざ
すとしていますが、その前に起きたのが今回の氾濫です。専門
家もハザードマップを作成しても市民に周知しなければ意味
はなく、自分たちが暮らすまちの浸水に対するリスクを知り、災
害時の被害を最小限にする仕組みを日頃から考えておく必要
があるとしています。
　流域が長い多摩川に沿う
川崎市としては、上下水道局
だけではなく、まちづくり局を
はじめ他局とも横断的に連携
して、対策を進めるべきと提
案していきます。

共
に
生
き
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会
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ざ
し
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づ
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ト
宮
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市
議
）

　
川
崎
市
で
は
、繰
り
返
し
起
き
て

い
る
不
当
な
差
別
の
解
消
を
目
指

し
て
議
論
を
進
め
、2
0
1
9
年
6

月
に
条
例
素
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」は
、国
籍
の
違

い
か
ら
人
間
の
尊
厳
と
平
等
を
否

定
す
る
も
の
で
、決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
は
広
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
実
効
性
の
あ
る
人
種
差
別
撤
廃

条
例
制
定
を
求
め
て
運
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
公
共
施
設
利
用
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
学
習
会
と
称
し
て
公
共
施
設
を

使
用
し
た
り
、
条
例
制
定
に
反
対
す

る
街
宣
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。ヘ
イ
ト
に
よ
り
穏
や
か
な
生

活
を
奪
わ
れ
る
中
、
川
崎
市
で
は
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
手
続
き

を
経
て
、こ
の
12
月
議
会
で「
川
崎
市

差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」を
提
案
し
、市
議
会
で
も
議

論
が
続
き
ま
し
た
。最
終
的
に
条
例

は
全
会
一
致
で
可
決
し
、
神
奈
川

ネ
ッ
ト
は
付
帯
決
議
に
は
反
対
し
ま

し
た
。こ
の
条
例
で
は
深
刻
な
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
は
罰
則
規
定

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
度
重
な
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

命
の
危
険
も
感
じ
、時
に
身
を
隠
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
当
事
者
の

皆
さ
ん
が
求
め
て
い
る
の
は
、差
別

の
な
い
共
に
生
き
る
社
会
で
す
。市

民
の
運
動
か
ら
誕
生
し
た
条
例
の

理
念
を
活
か
し
、お
互
い
の
違
い
を

認
め
、誰
も
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
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横浜市
川崎市
相模原市
横須賀市
平塚市
鎌倉市
藤沢市
小田原市
茅ヶ崎市
逗子市
三浦市
秦野市
厚木市
大和市
伊勢原市
海老名市
座間市
南足柄市
綾瀬市
葉山町
寒川町
大磯町
二宮町
中井町
大井町
松田町
山北町
開成町
箱根町
真鶴町
湯河原町
愛川町
清川村

洪水ハザー
ドマップ

内水ハザー
ドマップ

　 鶴見川流域を洪水から守る恩廻公園調節池
　10月の台風19号で広域に浸水被害が発生した多摩川と異なり、鶴見川では
浸水はありませんでした。洪水対策として流域に複数の調節池や遊水池が建設さ
れていることが大きいのではないかと考え、このうちの一つである川崎市麻生区と
横浜市青葉区の区境にある県の治水施設「恩廻公園調節池」を見学しました。
　恩廻公園調節池は、貯留容量約11万m³で（25mプール330個分）旧河川
敷の地下を利用した延長600ｍ、内径11.4～ 16.5mの巨大トンネルです。建設
期間は1993年から15年、建設費163億円で、平常時3人体制で管理してい
ますが、台風や豪雨などの気象庁の警報等により随時増員で対応しています。こう
した施設の建設も必要であり、調査を進め制度提案していきます。
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▲横浜市ホームページより

風水害対策の充実を風水害対策の充実を
県内洪水・内水
ハザードマップ


